
 

 

 

 

 

■特徴 

★Ａｒｄｕｉｎｏマイコンなどに接続する事で、ロードセルの抵抗値の変化を測定し、重り等で校正をするこ

とで、重さを量ることが出来ます。 

★クロック(PD_SCK)とデータ(DOUT)の 2 信号で、ＡｒｄｕｉｎｏなどのＧＰＩＯで通信します。 

★弊社ホームページに 参考用Ａｒｄｕｉｎｏサンプルスケッチがございます。 

ＧitHub にＨＸ７１１ライブラリがあり、ソフト制作の参考になります。 

★ロードセルとはＶＤＤ・ＧＮＤ・ＩＮＡ＋・ＩＮＡ－の４線で接続します。 

■仕様 

動作電圧: 2.7 V～5 V 

出力データレート: 10 SPS 

ＡＤコンバータ分解能：２４ビット 

■回路図■ 

 

 

              

                                                                                                          

                                                                    ■基板印刷の訂正 

                                   基板印刷の「INNB」「INPB」が 

                                                                    逆になっています。 

                                   正しくは、この図の通りです。  

 

■部品表                       

 

 

■基板はんだジャンパー 

・Ｊ１、Ｊ２、Ｊ５、Ｊ６は、入力抵抗１００Ωを「使用する」「使用しない」 

の選択です。通常は入力抵抗を使用しますので、はんだジャンパーしません。 

・Ｊ３、Ｊ４は、Ｂチャンネル入力を使用しない場合にＧＮＤに接続する半田 

ジャンパーです。通常はＢチャンネル入力を使用しませんので、はんだジャン 

パーしてください。                    Ｂチャンネルを使用しない時は半田ジャンパーする。 

記号    定格（名称） 品名 

C1,C2 10uF 6.3V GRM188B30J106M 

C3,4,5 0.1uF 50V GRM188F11E104Z 

Q1 トランジスタ MMBT3906 

R1 抵抗 20KΩ RK73B1JTTD203J 

R2 抵抗 8.2KΩ RK73B1JTTD822J 

R3～Ｒ６ 抵抗 100Ω RK73B1JTTD101J 

U1 Ａ／Ｄコンバータ HX711 

CN１ ピンヘッダ６Ｐ  

CN2,3 端子台 小型縦型 2 ピンタイプ 

24 ビット A/D コンバータ HX711 を使った 

ロードセル用のモジュール基板です AE-HX711-SIP 



■端子番号と機能 

ＣＮ１  ＣＮ２ 

端子 名称 機能 端子 名称 機能 

１ ＶＤＤ 電源入力 2.7V～5.5V １ ＡＶＤＤ ロードセル用電源 

２ ＤＡＴ シリアルデータ出力 ２ ＧＮＤ ＧＮＤ 

３ ＣＬＫ シリアルクロック入力 ＣＮ３ 

４ ＩＮＰＢ チャンネルＢ＋入力 端子 名称 機能 

５ ＩＮＮＢ チャンネルＢ－入力 １ ＩＮＮＡ チャンネルＡ－入力 

６ ＧＮＤ ＧＮＤ ２ ＩＮＰＡ チャンネルＡ＋入力 
 

■製作                              

・ＣＮ１はご用途に合わせて取り付け方向（上向き、下向き）をお選びください。 ■基板外形 

・ＣＮ２、ＣＮ３は側面の溝と突起をスライドさせて、２個を組み合わせて 

からはんだ付けしてください。 
 

■ＨＸ７１１ピン配置図  

                     

 

 

 

 

 

 

 
 

■ＨＸ７１１ピン機能表 

                          ■ＨＸ７１１ 

                           特性表 

                                                     

                             

 

 

 

 
 

■ＨＸ７１１タイミングチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


